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問　

根
本
的
な
質
問
。
そ

も
そ
も
住
民
が
、
一
企
業
が

起
こ
す
原
発
事
故
と
い
う
不

始
末
に
全
生
活
を
賭
け
て
つ

き
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
根
拠

は
何
か
。
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
的
根
拠
は
。

答　

原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
、
災
害
対
策
基
本

法
の
規
定
の
読
み
替
え
で
、

人
の
生
命
・
身
体
を
原
子
力

災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
。

問　

避
難
し
な
い
と
罰
則
、

こ
れ
は
憲
法
違
反
の
疑
い

が
あ
る
。
罰
則
の
正
当
性

は
憲
法
に
照
ら
し
て
ど
う

だ
と
村
は
捉
え
て
い
る
か
。

答　

憲
法
で
規
定
す
る
国

民
の
権
利
等
は
尊
重
・
擁

護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
罰
則
は
司
法
の
問
題
。

問　

ど
れ
も
問
い
を
ず
ら

し
、
答
え
に
な
っ
て
い
な

い
。
村
は
村
民
を
守
る
視

点
を
持
っ
て
避
難
計
画
を

作
っ
て
い
る
の
か
。

答　

避
難
訓
練
の
実
施
等

に
よ
り
、
安
全
確
保
の
実

効
性
向
上
に
努
め
る
。

問　

小
中
学
校
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は

答　

来
年
６
月
ま
で
に

小
中
８
校
す
べ
て
に

問　
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
進
み
具
合
は
。

答　

８
校
す
べ
て
の
普
通

教
室
・
特
別
教
室
に
来
年

６
月
の
供
用
開
始
を
目
途

に
進
め
る
。
12
月
ご
ろ
に

は
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
い
。

問　

真
に
人
間
ら
し
い
居

住
空
間
と
な
る
避
難
所
の

あ
り
方
を
追
求
す
る
役
割

が
村
長
に
は
あ
る
。　
　

　

県
の
広
域
避
難
計
画
を

補
充
さ
せ
つ
つ
村
の
計
画

案
を
練
る
こ
と
が
重
要
。

　

浜
岡
原
発
が
立
地
す
る

静
岡
県
は
、
複
合
災
害
を

想
定
し
、
第
一
次
避
難
所
が

使
え
な
い
時
の
二
次
避
難

所
も
県
ま
で
だ

が
示
し
て
い
る
。

避
難
所
の
一
人

当
た
り
の
ス
ペ

ー
ス
は
3
㎡
を

有
効
面
積
の
目

安
と
し
て
お
り
、

ま
た
人
道
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
策
定
し
た

問　避難しないと罰則、
憲法違反では

答 　国民の権利は尊重されなければ　

問　人間らしい
居住空間の避難所を

答 　人道対応の国際基準を参考にする

みすずの会
阿部　功志　議員

大名 美恵子　議員

ス
フ
ィ
ア
基
準
で
は
3.5
㎡
と

し
て
い
る
。

　

静
岡
県
の
広
域
避
難
計

画
や
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
参
考

に
、
本
村
の
避
難
計
画
案
の

実
効
性
確
保
に
努
め
て
は

ど
う
か
。

答　

人
道
対
応
に
関
す

る
国
際
基
準
と
さ
れ
る
ス

フ
ィ
ア
基
準
は
、
内
閣
府

策
定
の
「
避
難
所
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て

も
そ
の
考
え
方
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
静

岡
県
の
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
本

村
の
避
難
計
画
案
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

半
径
30
㎞
圏
内
に
人
口
約
96
万
人

避
難
す
る
に
は
困
難
が
大
き
い
東
海
第
二
原
発

(

排
気
筒
左
側
）

7月の避難訓練
暑かった藤代南中体育館


